
演者プロフィール： 

木村 尚（きむら たかし） 昭和 31 年神奈川県横浜市生まれ 57 歳 

NPO 法人海辺つくり研究会理事（事務局長）。 

東京湾を子どもたちが泳げる豊かで美しい海にしたいと考え、市民参加型でワカメの育成によ

る水質浄化や、アマモ場再生活動、干潟の再生、海苔養殖の復活、打瀬舟の復活、子どもたちの

海辺の自然体験活動の支援や指導者育成、東京湾の環境再生に関連するセミナー開催などを

行っている。主な著書として「森里川海をつなぐ自然再生」（共著）「ハマの海づくり」（共著）

「海辺の達人になりたい」（共著）「江戸前の魚喰いねえ 豊饒の海 東京湾」（共著）がある。 

現在、日本テレビ系「ザ・鉄腕ダッシュ：ダッシュ海岸をつくりたい」にレギュラー出演中。 

 

 

 

 

 
        

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

全国の沿岸域で進められているアマモ場再生活動についての情報の共有化と海や川の環境保全に向けた活動プログラムの構築を

目指して、第 1回の全国アマモサミットが 2008 年 12 月に横浜で開催されました。翌 2009 年には中海で第 2 回のアマモサミット

が開催されています。今回の公開講演会は，このアマモサミットの前身となる「横浜・海の森つくりフォーラム」の事務局長を

長年務められた NPO 法人海辺つくり研究会の木村尚事務局長をお招きして、東京湾でのアマモ場再生活動を中心に、全国での海

辺つくりの現況やアマモ場再生に関わる協働のあり方、そしてアマモ場再生の活動と地域活性化などについて、お話しを伺うこ

ととしました．海辺の再生やアマモ場の再生、あるいは地域活性化に興味のある方の参加をお待ちしております。（参加費無料） 

 
                   

   
 
 
 
 
 
 

２月２２日(土) 

木村
き む ら

 尚
たかし

 氏 
ＮＰＯ法人海辺つくり研究会理事(事務局長) 

連絡先：認定ＮＰＯ法人自然再生センター 

〒690-0064 松江市天神町 114 島根大学白潟サロン内 

TEL:0852-21-4882  E-mail: info@sizen-saisei.org 

 

参加費無料 

海辺つくりの意義 
－東京湾でのアマモ場再生活動から学ぶこと－ 

共催：ＮＰＯ法人未来守りネットワーク・認定ＮＰＯ法人自然再生センター・島根大学汽水域研究センター 

中海自然再生協議会主催 公開講演会 

平成２６年 

１３：３０～１５：００ 

境港商工会議所 3 階大会議室(大ホール) 
(鳥取県境港市上道町 3002 TEL:0859-44-1111  FAX:0859-42-6577)  

講演内容 

①日本各地でのアマモ場再生の現状 

②アマモ場再生に関わる協働のあり方 

③アマモ場再生の活動と地域活性化  

など 

 

連絡先:ＮＰＯ法人未来守りネットワーク 

〒684-0004  境港市大正町 38 番地 

ＴEＬ：0859-47-4330 Ｅ-mail: jimu@npo-sakimori.net 

 

この講演会は平成 25 年度環境省地域生物多様性保全実証事業の支援を受けて開催します。 


